
地

蚊

節

二
十
立
春

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

生
す
る
も
あ
-
'
野
生
の
だ
い
rJ
A
が
高
卒
山
熔
岩
毒

地
に
於
で
'
春
季
数
ヶ
月
に
捗
-
隈
を
-
硝
関
す
る
は

彼
の
音
楽
猟
件
の
農
業
総
督
た
る
牧
畑
と
北
ハに
t
を
ど

や
か
夜
光
景
で
あ
る
｡
証
は
島
前
内
海
の

.!
部
に
あ
る

別
府
轡
や
菱
浦
等
に
は
､
天
触
記
念
物
｢
-
ろ

き
づ
ね
LI

の
如
き
熱
帯
性
海
藻
の
分
布
も
あ
る
｡
若
し
夫
れ
島
後

に
渡

航
す
る
を
ち
ば
北
曲
の
中
村

(白
鳥
源
岸

･
海
曹

肘
鼻
等
の
名
勝
及
天
然
記
念
物
の
所
在
地
)
に
は
既
は

指
定
n
れ
ね

｢
高
尾
暖
地
性
植
物
群
落
｣
が
あ
あ
､
叉

粧
状
流
紋
岩
中
の
マ
ー
ル
?
と
し
で
､
天
然
記
念
物
に

ユ
ヰノイケ

擬
す
る
西
南
海
岸
｢
油

井

池

｣

附
近
に
は
'
自
生
の
水

解

一
統

天

五
八

仙
が
早
-
79
十

一
月
は
我
を
閃
-
と

い
ふ
｡
婆
は
意
外

は
気
候
が
汲
和
で
あ
わ
､
常
は
軟
風
の
爽
夜
地
域
で
あ

る
か
ら
､
時
に
起
る
日
本
海
の
荒

い
風
波
J
J頗
数
妙
夜

的
係
あ
る
配
各
を
為
し
'
豪
壮
的
風
景
に
対
し
て
誠
に

好
い
内
助
を
為
す
も
の
と

5,ふ
べ
き
で
あ
る
｡
そ
し
て

幾
多
の
天
然
記
念
物
を
包
含
L
t
否
寧
之
れ
に
ょ
つ
て

名
勝
地
を
形
成
す
る
の
観
あ
る
は
､
豊
艶
例
の
無

5
こ

と
･J
侶
ず
る
｡
況
や
岩
石
地
質
撃
的
ほ
は
ア
ル
カ
リ
岩

城
で
'
断
の
如

き
雄
大
な
光
覚
を
為
す
は
､
革
質
上
日

本

一
品
と

5,
は
ぬ
ば
在
ら
ぬ
｡

(

鰭
)

l
O
､
.二
i.

一
三

明
治
初
期
を
中
心
と
し
た
両
島
願
内
の
水
路
交
通
(
二
)

安

田

初

雌

四

主
要
貨
物
及
其
の
移
動

(
1
)貨
物
の
種
類

明
治
十
四
年
十

1
月
の
回
漕
店
集

倉
決
講
は
依
る
と
､
阿
武
隈
川
下
流
部
で
は
荷
物
聖

二

類
別
に
分
け
て
ゐ
ね
｡



ワ

女

第

一
数

木

綿

｡
砂
糖

｡
臓

･
瀬
月
物

･
水
油
･敦
瓶
･

†ツナ

-
+I
':

堰
荷

｡
石
塊

･
器
械

･
地
租

･津
箱

･
五

十

集
塵
.

但

一
駄
目
方
五
十
二
軍
以
下

･P.lソカ+

妨
二
瓶

石
油

｡唐
織

･

〆
鼎
類

｡
板
瓶

･
材
水
･竹
｡

操
綿

但

一
駄
目
方
四
十
七
貰
以
下

解
三
類

敷
物

･
塵

但

tI
駄
目
方
四
十
五
賞
同
以
下

以
上
に
ょ
-
日
用
晶
は
線
べ
て
舶
肇
と
し

て回
漕
誤
れ

ね
rJ
と
が
知
れ
る
｡
阿
武
隈
川
上
流
部
で

は下
流
部
の

り
々

如
き
資
料
は
夜

い
が
､
米

･木
綿

･
魔

･
盤
引
･砂
糖
･

fTi;I

酒
･竹
材
等
が
主
要
貨
物
で
あ
っ
た
｡

阿
賀
川
で
は
米
･

塵

･
五
十
炎
板
で
綿
は
無
か
っ
た
棟
で
あ
る
｡

(先払年凹十別 け 嚢賃運の駄一 変七筋

貿迎の りよ崎綿及波先

搬

壮

玉

将

四
日
市
場

下

名

蝕
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明
治
初
期
を
中
心
と
し
た
相
島
嚇
内
の
水
路
充
溢

t)よ町孝的●JJ,'!一

柳 長 桑 ll'他 炎
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六 : 八 八 二二八

六 /六 117-_ヨf.凹 凹
現 六 二 八 0 プてPL)
rh t◆-I-■- ~一一--~L~~~-r~L.I

至 芙 霞 買 望 呂 は 云 ≡

陳
二

第
七
衆
運
賃
表

に
依

つ
tJ見
る
と
､
貨
物

の
目
方
に
依
-
､
或

以
は
破
損
し
易
さ
か

否
か
に
依
-
'

殊
に

航
路
の
難
易
に
依
っ

て
賃
鏡
が
定
め
ら
れ

た
｡
荒
砥
摺
上
聞
と

摺
上
編
島
間
と
を
此

校
す
る
と
距
離
に
於

い
て
前
者
が
遠

い
ほ

か
㌧
は
ら
ず
､
賃
銀

が
安
い
｡
更
に
控
窓

五
九



第

二
十
五
雀

す
べ
き
は
遡
航
の
耳
鏡
の
み
定
め

て在
る
乙
と
で
､
賓

.

ほ
下
流
部
に
放
け
る

一
般
貨
物
の
移
動
方
向
は
下
流
か

ら
上
流

へ
､
云
以
換

へ
れ
ば
荒
藩
で
親
船
か
ら
積
換

へ

た
賃
物
を
角
的
盆
地
か
ら
'
相
島
盆
地

へ
と
移
入
さ
れ

た
の
で
あ
る
.
下
-
の
貨
物
は
徳
川
幕
府
直
轄
領
か
ら

弘
三

の
上
納
米

･
光
輝
啓
二
佃
島
藩

･
白
河
藩
等
の
回
漕
米

訟
四

で
あ
る
｡

蓮
に
反
し
上
流
部
に
於

い
て
は
平
潟
港

を

解

で
鮫
川
筋
を
上
身
､
石
川
か
ら
明
岡
に
出
た
鰻

･
堕
引

等
の
貨
物
と
白
河
を
経
て
陸
路
北
上
し
た
綿

｡
砂
糖
､

白
河
藩
の
米
'
附
近
か
ら
の
竹
材
､
須
賀
川
の
酒
等
の

貨
物
が
線
べ
で
下
さ
れ
た
｡
二
本
於
か
ら
遡
航
す
る
際

に
は
峯
曲
な
の
で
､
舟
を
曳

き
上
げ
る
舟
手
は
下
流
部

ト1.■一IIe
(n;rr]

よ
-
少
し
で
良
か
つ
ね
｡
此
の
川
谷
南
北
か
ら
の
貨
物

移
動
按
細
は
安
達

｡
信
夫
爾
郡
頃
附
鑑
で
行
は
れ
ね
｡

解

1
班

L
r
O

六

〇

上
流
部
の
米

･
竹
材
等
は
二
本
於
河
岸
で
馬
菅
に
移
さ

れ
陸
路
両
島
に
出
で
'
再
び
地
積
さ
れ
た
回
漕
米
は
下

流
部
を
下
さ
れ
た
｡
捻
中
東
部
に
轡
曲
し
た
不
可
航
囲

む
ruけ
て
此
の
方
法
が
取
ら
れ
た
｡
上
流
部
特
に
二
本

於

･̀
須
賀
川
間
は
上
川
舶
固
よ
与
も
平
均
傾
斜
は
小
だ

が
'
水
量
が
少

い
上
に
'
所
々
早
瀬
が
あ
る

(
小
和
瀧

等
〕
為
荷
積
し
た
船
を
曳
き
上
げ
る
の
は
容
易
で
な
か

っ
た
乙
と
､
日
用
品
を
両
島
か
ら
持
っ
て
凍
る
よ
少
は

軍
曹
中
之
作
か
ら
'
阿
武
隈
高
原
を
越
え
て
搬
入
だ
方

if:..六

が
格
安
で
あ
る
こ

と

等
の
為
に
此
の
様
夜

移動
方
向
を

取
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡

阿
賀
川
は
阿
武
隈
川
下
流
部
と
移
動
方
向
が
似
て
ゐ

る
｡
即
ち
壊
､
五
十
集
類
が
上
身
荷
で
米
が
下
n
れ
カ
｡

綿
荷
が
中
通
わ
の
虎
に
人
ら
田
の
は
'
現
在
で
も
綿
は

大
麻
と
共
に
今
津
地
方
で
栽
培
し
て
ゐ
る
が
､
明
治
初

期
は
自
給
自
足
の
状
憩
に
在
っ
た
為
で
あ
る
.
骨
幹
地

方
で
は
塵
揮
､
大
鹿
等
で
鰻
の
鷹
山
も
あ
つ
ね
が
､
是

等
岩
塵
産
出
は
極
少
畳
は
過
ぎ
ず
需
要
を
充
す
べ
-
也

訪
t

無
か
つ
ね
｡
阿
武
隈
川
谷
南
北
と
阿
賀
川
谷
と
の
三
方



か
ら
入
つ
LJ貨
物
は
猪
苗
代
盆
地
で
接
鳩
し
て
ゐ
ね
｡

此
の
状
態
は
銭
道
開
通
前
ま
で
紹
概
し
て
ゐ
た
O

驚

円
軍

嘩

格債の石一塊の拙各 聞 五 第

明
治
初
期
を
小.ー
心
と
し
た
耐
抱
櫛
内
の
水
路
交
曲

緋
<

明
治
十
三
年
の
飽

一
石
の
懐
を
分
布
園
に

し
て
見
る
L.i.13
ユ‖暮.ノ

と
此
の
附
近
が
敢
旦
向
-
在
っ
て
ゐ
て
隔
海
性
堅

ポ

す

祉
1
､
銅
製
川
中
宿
の
船
岡
尿
で
鎚
階
事
務

に
偽
っ
て
ゐ
た
関
取
林
之

助
氏
の
許
｡

能
二
､
明
治
十

四
咋
十

1
月

川
晒
店
集
骨
決
議
｡

祉
三
､
中
川
英
薪

｡
倍
達
二

珊
村
誼

明
治
三
十

二
舛
徐
十
二

.i
七

-

一
八
苅
o

託

四
'
平
潟
港
､
茨
木
梯
平
治
町
な
り
､
縮
曲
牌
中
之
作
港
と
共
に
鋭

迫
閑
温
前
は
開
港
と
し
て
盤
感
し
て
ゐ

た

｡
入
浴
焚
物
'
食
撒

｡
鮮

魚
湖
滋
も
多
し
｡
明
沖
元
年
村
購
収
入
中
の
馳
役
は
批
師
崩

(
蝦
枚

を
樫
-
衣
)
に
離
し
た
税
金
と
共
に
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
｡

1
ケ

咋
輸
入
六
苅
伐
と
見
枇
ら
れ

て
ゐ
る
か
ら

(
離

日
播

一
位

1
斗
六
升

入
船
秘
粗

一
俵
二
斗

-
封
が
よ
-
な
い
)
九
千
六
百
ポ
乃
至

t.
鶴

市
に
蛙
し
た
も
の
と
見

ら
れ
.る
'

明
治
十
三
聖
脚
打
脱
製

糖
高
二
千
二
同
和
に
比
柁
す
れ
ば
如
何
に
多

鼠
で
あ
っ
た
か
が

ぎーは柳
川
非
る
CL
中
之
作
帖
か
ら
入
っ
た
殿
の
蕊
は

見
緋
る
衆
料
が
な

いが
地
臓
よ
り
は
は
る
か
に
多
か
つ
た
と
常
時
鎚

織
に
粍
番
し
た
人
が
云
っ
て
ゐ
た
O
中
油
か
ら
立
と
し
て
牛
描
脊
を

利
用
し
て
茨
木
嚇
北
部
は
云
ふ
ま
で
も
な
-
､
醐
太
郎
蚊
を
経
て
桝

倉

へ小
川
｡
=
人
を
細
て
､
井
戸
縄
･
灘
叩
｡
]1
欝
を
経
て
中

也
地
方

に
酪
及
腹
魚

が
入
っ
た
が
'
そ
の
内
で
も
御
曹
併
術
道
を
輝
て
石
川

に
川
る
も
の
が
滋
も
よ
-
利
用
さ
れ
た
株
で
あ
る
｡
中
之
作
か
ら
の

も
此
虚
を
劫
っ
た
O
も
つ
と
も

一
部
は
卒
か
ら
滋
非
川
筋
小
野
新
町

三

六
一



地

球

節
二
十
沈
潜

に
川
で
棚
橋
に
川
て
申
池
り
に
入
っ
た
O

牛
脂
対
談

明
治

〓

一

二
二
年
迄
に
着
か
れ
た
も
の
O

瓢
茄
､
本
文
三
の
瓢
三
｡

駄
犬
'
本
文

1
の
駈

1
0

誹
七
㌧
蜘
碑

.I
三
坐
綱
島
嚇
統
計
表

山
願
産
地
と
し
て
南
骨
津
那
仰

北
村
搬
畔
が
軸
げ
て
あ
る
｡
開
就
明
治
六
年

一
二
月
'
川
埜

豊

山
二
｡

九
ポ

工
人
八
七
〇
人
t

t
八
三
日
就
業
す
D
大
腿
村
で
も
そ
れ
以

前
に
淑
附
山車
灯
っ
た
棟
で
あ
る
O
鮭
川
町
の
辞

氷
河
梓

の
地
名
を
批

ぜ
し
め
た
描
水
も
搬
分
を
食
ん
で
み
る
0
他
の
物
茸
は
白
給
川
雄
た

が
鰍
に
関
し
て
は
こ
れ
位
の
鹿
川

(
殊
に
大
願
相
称
は
練
所
的
忙
引

き
合
は
ず
休
止
し
た
位
だ
し
締
水
河
岸
の
は
枇
跡
を
訓
仙
め
る
稗
腔
で

あ
る
)
で
は
･E
給
は
不
吋
鶴
で
あ
る
｡
そ
の
鵠
米
松
の
鶴
ヶ
城
に
は

英
大
な
助
が
封
鎖
き
れ
た
場
合
の
準
備
と
し
て
貯
顕
さ
れ
て
ゐ
た
O

誰
八
'
前
岡
.
阿
豹
川
肋
は
規
則
正
し
-
上
流

(
と
侶
柿
が
上
昇
し

ti

ポ
八
捌
八
二
二
五
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
允
に
反
し
中
通
り
は
二
本
松
の

六
脚

山
五
八
三
が
中
流
地
方
の
南
側
柊

地
で
､
そ
の
南
北
に
安
侶
な

地
方
が
称
す
る
の
は
放
出
の
如
-
下
流
部
及
上
流
部
か
ら
反
剖
方
向

に
移
入
せ
る
艶
が
此
の
附
近
で
接
偶
す
る
か
ら
で
､
若
し
松
川
等
の

溌
料
で
も
あ
っ
た
ら
光
に
商
個
室

が
す
こ
と
と
思
ふ
｡

.i
般
忙
中
砲

の
形
が
枚
雛
に
な
っ
た
の
は
阿
武
般
高
原
を
越
え
て
'御
静
所
街
道
｡

小
野
新
町

｡
平
街
泣

｡
川
傑
浪
江
鋳
造
等
に
よ
り
､
紙
池
p
か
ら
鞄

及
淋
耗
物
が
移
入
さ
れ
た
籍
で
あ
る
｡
攻
連
邦
北
部
で
朝

盟
脚
と

.i

船
の
飴
に
代
名
詞
を
附
し
て
ゐ
る
の
は

祁
梅
郷
松
川
浦
附
近
の
髄
が

節

一
班

竺

六

二

此
虚
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
｡

小
野
武
夫

郷
土
纏
解
史
研
究
上
の
若
干
法
則

郷
土
科
拳
講
掩

節

]
肝

昭
利
六
jI三
九
月

1
四
貫
｡

瓢
九
､
桁
小日
代
町
に
入
っ
た
腹

心

恥
か
'
中
山
峠
を
越
え
て
本

宮
よ
-
入
る
'
位
を
蘭
紬
で
経
る

鞄
包
内
色
O

倒

四
方
'
大

寺
｡磨
上
｡
土
日

･
協
建
坪
を
経
て
'
赤
紬
で
細
る
､

艶
色
決
親
色

(越
後
惟
〕
(
猪
首
代
町
に
て
略
取
)
湖
の
南
部

t
は

勢
至
虫
峠
を
越
え
て
入
っ
た
(
長
沼
町
の
海
関
犀
に
て
聴
蚊
)

五

河

川

交

通

の
盛

栄

福
島
牒
河
川
交
通
の
発
達
史
に
舶
す
る
資
料
は
極
め

で
不
充
分
で
あ
る
｡
貨
物
統
計
を
欠
い
て
居
る
罫
も
港

別
胎
教
統
計
が
ニ
ケ
年
分
取
っ
て
有
る
の
み
の
革
等
の

為
論
述
を
進
め
る
革
は
困
難
で
あ
る
.
阿
武
隈
川
下
流

部
に
於
で
は
寛
文
十

一
年
江
戸

へ
の
回
漕
米
運
漕
の
各

仙臥l

班
化
を
命
ぜ
ら
れ
ね
河
村

瑞

軒
が
.
阿
武
隈
の
川
渡
を

行
っ
た
以
前
に
､
桑
折
代
官
古
河
善
兵
衛
が
寛
永
の
未

に
川
按
を
行
っ

てゐ
る
.
然
し
其
れ
以
前
に
航
行
さ
れ

程
在
か
つ
ね
確

晋
は
何
等
春
し
な
い
｡

阿
武
隈
川
上
流
部
に
於

い
て
も
､
徳
川
時
代
末
期
は

鼓
二

通
船
計
測
あ
-

'

嘉
永
五
'
六
年
に
は
組
各
組
織
の
が



完
成
し
通
船
し
わ
と
云
ふ
が
､
其
れ
以
前
に

一
切
通
舶

し
な
か
つ
ね
と
は
云

へ
な

い
か
ら
P
今
日
の
所
阿
武
隈

川
交
通
教
生
に
闘
し
て
は
'
阿
賀
川
の
交
通
が
徳
川
中

期
は
既
は
行
は
れ
で
ゐ
て
､
そ
の
起
原
は
大
部
古

い
ら

し
い
､
と
云
ふ
の
と
同
様
の
云
払
方
よ
-
外
に
な

い
｡

維
新
以
後
は
明
治
七
p
八
年
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
云

ふ
事
は
阿
武
隈
川
下
流
部

｡
上
流
部

･
阿
賀
川
等
の
現

船
積
高
は

1
敵
の
舶
荷
嵩

を

表

す

も

の

か

と

恩

ふ
が

明

瞭
で
無

い
｡
明
治
二
十

年

に

は
郡

山

･
浦

島

と

兼

京

間

の

日
本
蛾
道
開
通
し

'

三

十

二
年

郡

山

･
著

捻

開

､

三

十

四
年
喜
多
方

ま

で
岩

越

繊

道

開

通

す

る
等

陸

上

交

通

の

大
奥
革
が

起

み

'

危

め

に

船

路

は
急

速

に

重

要

性

を

失

っ
た
も

の

の

如

-

で

あ

る
｡

即

ち

両

島

に

は
明

治

四

十

年
頃
貨
物

船

が

二
度

有

っ
た

だ

け

で
'

其

れ

も

片

手

間

衷 八 第

紬 阿 一批 阿 川令
桐 穿… ,,読

川 川 川 川

淑 耶 耶 信 女hJ- 小ii間

下 麻 肺 大 洲
町 那 郡 部 那
よ 山 余 滴 劾
1) 都 縮 偽 公
村 村 町 川
よ よ よ よ
り Tj り り

河 耶 抑 仰 -rk
沼 蹴 舶 連 娃
郡 部 郡 部 那
帝 元 日.一五 成
紳 J.% 都 十 川
村 村 村 j畢 村
ま ま ま :柑 ま
で で で ま で

ーぐ

一一 六 九 一卜 旦控
鼻も

一■■▼一■ 接○
却I.lm]'11!T=rll.

--プて/六 一 四芸 3 3 害 ○ 船械高

ほ

運

漕

す

る
位

で

あ

っ

た

｡

明

治

四

十

1
年

迄

上

下

し

た

鹿

も

其

の

後

は

影

を

見

せ

夜

-

な

っ

た

｡

か

っ
て
蒸

乗
船

が

遡
航

し

て
凍

て

沿

岸

の
人

達

を
驚

か

し

た

罫

も

あ

つ

ね
が
､
可
成
-
過
去
の
革
と
な

つ

地
で
鵡
牧
し
柑
ね
｡
明
治
十
二
年
浦
島
腺
統
計
に
は
傾

斜
が
割
合
に
急
だ
っ
た
明
岡

｡
須
袈
川
間

･
鮫
川
の
船

路
は
記
載
し
て
無

い
.
蓮
等
は
明
治
の
極
初
年
に
麿
止

さ
れ
た
｡
明
治
二
十

一
年
後
の
浦
島
膳
統
計
に
は
節
八

東
の
如

pJが
示
し
有
る
の
み
で
あ
る
.
此
れ
と
同

一
在

来
が
明
治
の
未
ま
で
の
各
統
計
に
記
載
rb
机
で
ゐ
る
.

明
治
初
糊
を
11､1
心
と
し
た
耐
蝕
嚇
内
の
水
路
変
.g

て

終
っ
た
｡
阿
武
隈
上

流

部

は

於

い

て

は

明

治

十

五

㌧

六
年

迄

般

績

し

て

居

た

棟

だ

が

(
但

し

須

賀

川

二

1

本

於
間

切
み
)

間

も

な

-

魔

業

し

た

｡

阿

賀

川

も

明

治

十

五
'
六
年
迄
商

人

の

船

が

遡

航
し
て

楽

ね

が

既

に

嘗

観

は
失

は
れ
て
ゐ
ね

｡

津

川

迄
は
常
時

で

も

遡

航

し

て

貨

物
は
此
鹿
か

ら

陸

路

坂

下

方
面
は
轍

出

さ

れ

た

｡

遷

移

望

六三



動 移 物 貨 図 六 第

第
二
十
太
海

筋

.L
奴

六
四

六
四

瓢
の
多

い
津
川
･塊
州
問
が
早
-
裏

へ
允
の
は
糾
問
･

須
鶴
川
間
の
滑
息
と
似

てゐ
る
｡
猪
苗
代
湖
の
水
運

は
帆
鹿
か
ら
蒸
気
船

へ
と
鼻
化
し
､
舶
者
場
も
明
治

中
期
迄
に
は
建
っ
た
が
､
現
在
で
は
遊
覧
船
が
往
来

す
る
だ
け
と
な
っ
た
.
絶
じ
て
現
在
触
運
の
優
は
夜

-
在
っ
た
O
僅
か
に
材
木
新
が
近

い
距
離
で
水
運
を

利
用
し
運
搬
す
る
程
度
で
あ
る
｡一-も
う
通
船
が
出
来

伯
か
｣
と
塘
-
と
｢

昔
は
水
量
が
多
か
っ
た
0
故
に

現
在
で
は
困
難
だ
ら
う
｡
｣
と
は
飽
川
附
近
･須
賀
川
･

二
本
給
附
近
等
で
､
雪
の
畳
が
近
衆
減
少
し
ね
と
云

ふ
事
と
典
に
､
よ
-
糖
か
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
｡
事

賓
気
候
の
鼻
化
を
ホ
す
も
の
怒
ら
興
味
あ
る
事
で
あ

る
｡
蘭
島
堀
の
河
川
航
路
を
観
察
追
求
し
て
､
運
搬

量

こ
父
過
量
等
の
鮎
か
ら
云
っ
て
不
確
薯
､
或
弘
は

割
合
に
少
畳
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
伯
が
､
船
路
･聴
･

港

｡
貨
物
移
動

･
盛
衰
等
が
'
距
離

｡
川
の
傾
斜

･

川
床
状
態

･
水
盤
等
の
自
然
的
園
子
と
物
資
需
要

･

交
通
機
関
の
鼻
化
等
の
人
文
的
因
子
と
は
不
可
分
を

関
係
の
有
る
事
を
知
-
程
た
｡



一
般
の
文
化
景
観
が
'
其
の
敏
速
の
最
初
の
段
階
か

ら
P
極
大
の
段
階
を
経
て
充
分
は
調
和
的
凝
連
を
潅
げ

･j#三

る
敢
後
の
磯
連
段
階
に
連
す
る
迄
の
婁
化
が
ー
面
積
的

で
あ
る
に
勤
し
で
p
川
の
船
路
は
是
等
の
婁
化
を
線
的

は
な
し
た
｡
即
ち
極
大
に
逢
し
た
後

､
水
盤
少
-
急
傾

斜
な
上
流
は
下
流
よ
り
早
-
義

へ
た
｡
馬
車
脊
が
荷
車

吊
車
に
鍵
か
､
汽
車
更
に
自
動
車
の
進
出
に
依
っ
て
'

川
船
の
運
搬
す
べ
き
貨
物
が
無
-
在
っ
た
時
に
下
流
部

旦
濃
へ
.貨
物
移
動
方
向
が
ま
っ
た
-
担

っ
て
終
っ
た
｡

日
本
内
地
の
各
河
川
は
何
れ
753,此
の
棟
夜
塵
化
を
た
ど

汁;ー〃ト

っ
た
様
で
あ
る
.
時
間
的
に
敏
速
で
は
な

い
が
'
割
合

に
大
量
の
賃
韮
ほ
耐

へ
る
と
云
ふ
河
川
航
路
が
肺
炎
文

化
の
諾
修
件
の
塾
化
に
依
っ
て
帯
び
利
用
さ
れ
る
と
云

ふ
串
が
醜

い
も
の
だ
ら
う
か
?

託

て

河
村
瑞
軒

奥
羽
鎚
晒
背

中
奥
羽
開
鎚
日
誌
｡

埜

i.
四
･E
河
邦
吉
千
川
新
川
旭
川
か
ら
､
二
本
松
迄
油
船
の
件
に
関

す
る
史
沓
(
今
泉
氏
仰
戒
)
に
依
る
と
'
同
計
測
は
璃
役
所
に
鮒
川
し

て
許
可
さ
れ
た
が
二
本
松
沖
と
の
折
合
ひ
色
恋
-
し
て
紳
輔
計
劉
中

止
p
明
治
十

..
叫
に
入
っ
て
山
i;=
盛
批
ハ
締

枯
燥
令
は
紙
筒
代
湖
か
ら

疏
水
巡
河
を
阿
洗
脱
川
に
池
ぜ
し
め
､
舛
城
舷
下
野
芯
地
を

11
托
し

別
紙
初
期
を
小
心
と
し
た
捕
施
嚇
内
の
水
路
交
迎

た
船
路
を
開
き
得
る
と
信
じ
て
ゐ
た
｡
田
貞
雄

利
榔

II･ー
心
柵
滞
代

湖
々
田
仲
下
問
超
の
長
州

大
正
十
四
年

三

二
G
｡

瓢
三
､
P
.
E
.
J
a
m
e
s
,
th
e
B
ta
c
k
sto
n
e
V
al
le
y
,
Am

,
･
A

m

er･

G
e
o
g
r
,
19
()929)
四
水
孜
郎

文
化
祭
の
研
兜

地
坪拳
評

論

IH

ノ十
二

保

初

陣
英

資
親
の
分
析

地

球
寧
評
論

六
ノ

二
0

線

柳
悼
発

河
梓
耕
作
貴
の
形
態
学
的
研
究
橡
和

地
秋
蝉
評
論

六
ノ
三
O
宮
崎
健
三

骨
牌
の
縫
蓮
I
例
を
越
中
有
雑
に
と
り
て

地
拙
嘩
評
論

1
1
ノ
一
C
辻
村
太
郎

･
髄
費
志
雄

阿
蘇
火
山
米

州
裾
野
の
耕
作
貴

地
班
教
育

二
二
ノ
六
｡

証
印
'
長
井
政
太
郎

最
上
川
の
水
迎

地
=JIt
教
育

二
十
二
ノ

1
及

び
二
o
E
中
将
輔

本
州
島
内
鵬
部
に
於
け
る
繊
巡
閲
迫
前
の
胸
の

移
入
路

地
準
雑
誌

五

一
〇
o
M
中
将
術

北
上
川
流
域
に
於
け

る
施
放
免
の
移
入
路

大
域
地
現
数
論
文
施

三
O

｣ハ
附

言

此
の
調
査
を

;j
以
立
っ
た
の
は
昭
和
五
年
秋
田
中
啓

爾
助
教
授
が
文
理
大
の
畢
生
を
引
率
し
て
衆
涌
さ
れ
'

一
週
間
の
巡
検
を
路

へ
ら
れ
て
最
後
に
両
島
･川
俣
･保

原

･
梁
川

｡
只
悶

･
飯
坂
と
自
動
車
ほ
て
廻
ら
れ
た
際

車
以
ほ
も
同
行
を
許
さ
れ
て
､
鰻
の
移
入
路
や
河
港
に

就

い
て
幾
分
和
織
を
得
る
轟
が
出
凍
た
時
で
あ
っ
た
｡

動
機
が
そ
れ
で
あ
る
の
み
在
ら
ず
'
各
地
の
鰻
及
魚
の

宝

六
五



地

球

節
二
十
五
魯

移
入
に
関
す
る
同
助
数
授
の
研
究
離
調
査
進
行
及
整
押

上
の
指
導
書
で
あ
っ
た
｡
昭
和
五
年
に
阿
武
隈
川
の
敬

川

･
両
島
問
'
同
六
年
の
歌
に
は
下
流
荒
渚
方
面
､
同

七
年
は
阿
武
隈
川
上
流
部
の
一
部
と
猪
苗
代
湖
､
同
八

年
に
は
阿
武
隈
川
上
流
部
会
部
及
び
阿
賀
川
､
同
十
年

鮫
川
万
両
と
範
囲
を
妨
げ
て
見
た
｡
然
し
資
料
は
荷
不

足
し
て
ゐ
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず

一
腰
駿
東
し
た
の
は
賂

凍
研
究
上
の
大
方
の
教
導
を
程
た
い
が
馬
め
で
あ
る
O

社
1
.
円
中
称
爾

地
糾
撃
論

文
集
｡

同

近
江
盆
地
に
於
け
る
蛾
迫
的
重

刷
の
飽
及
魚
の
移
入
路
に
就

い

て

大
獄
地
理
輿
論
文
箱

四
O

新

著

紹

骨

王lll〓一■〓l三一1l三lI-tl〓ll-〓
一三ll■≡l三-■一一

〇
由
頭
山

京
都

帝国大
畢白
組
山
遠
征
隊
望

n

四
六
倍
判

一
四
八
京

紫
挺
.版
掴
○
薬
附
脚

一
案

光
京
梓
替
昏
故
先

十
年
九
月

先
侶
三
脚
八
〇
錦

昭
和
九
年
十
二
月
か
ら
究
十
年

一
月
に
克
っ
て
東
大
施
行
部
員

に
よ

っ
て
布
揺
れ
た
自
戒
山
冬
期
版
行
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
槍
の
洩
行
に
紅

い
も

の
だ
主
hr
ほ
れ
た
も
の
で
あ
る
0
焚
隙
耐
薮
試
胎
か
或
は
･LTT
紙
現
象
の

始
ん
ど
嬢
む
つ
て
ゐ
る
状
態
を
米
蔵
す
る
か
の
以
外
､
拳
闘
的
探
検
の

節

.L
班

-

宍

六
六

効
典
を
樺
山
に
牡
符
す
る
こ
と
の
出
奔
な
い
各
期
稀
等
の
間
に
於
け
る

施
行
で
あ
っ
た
0
本
報
潜
中
節

一
部
は
除
長
今
田
盛
挙
士
の
白
頭
山
遠

征
の
意
義
を
述
べ
た
も
の
と
､
準
僻
と
臼
蕊
か
ら
成
り
､
日
誌
の
内
に

は
チ
ー
ム
ウ
オ
ー
ク
が
隊
員
の
協
同
に
よ
っ
て
如
何
に
う
ま
-
行
は
ね

た
か
聖
が
し
て
ゐ
る
Q
解
二
部
は
専
門
的
の
報
食
で
観
象
｡植
物
生
態
｡

動
物

｡
常
単
的
方
岡
及
怒
員
に
就

い
て
遊
べ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
皆
新
逝
聾

者
の
記
述
で
あ
る
淀
め
か
な
り
理
解
つ
ぼ
い
の
が
多

い
｡
附
蝕
と
し
て

骨
計
報
せ
以
下
い
ろ
-
-
あ
っ
て
､
魯
椙
を
飾
る
も
の
は
四
十
柴
の
美

し
い
培
虞
で
あ
る
｡
本
番
は
盤
中
の
登
山
家
や
'
探
検
隊
組
織
に
償
っ

て
参
考
に
な
る
伊
が
多

い
鮎
で
地
理
鍵
堺
に
紹
介
し
て
鑑
-
傾
聴
が
あ

る
｡
(S
)

0

昭

和
十
年
全

国

市

町

村

別

両

横

調

内
閣
統
計
局

四
六
倍
版
九
七
耳

炎
京
統
計
協
骨
数
行

十
舛
十
月

i.4
偵
五
五
銀

条
牌
と
越
し
て
は
あ
る
が
こ
れ
は
内
地
の
市
町
村
別
の
而
磯
を
方
粁

で
示
し
た
ま
で
あ
る
｡
之
と
典
に
僻
蝶
別
所
稗
と
恥
部
別
田
･a
と
の
二

束
も
併
せ
掲
げ
て
あ
る
｡
両
概
は
五
節
分
ノ
ー
地
形
樹
上
で
測
定
し
た

も
の
で
未
だ
地
形
岡
の
な
い
小
笠
原
島
の
南
島
偽
と
沖
紬
噛
島
尻
郡
の

鹿
島
と
は
耐
稗
を
出
し
て
な
い
｡
朝
鮮
の
各
所
の
両
輪
は
夙
に
計
測
さ

れ
て
ゐ
た
が
内
地
の
市
町
村
の
同
約
の
表
が
あ
れ
ば
地
政
拳
殊
に
人
目

の
騎
虎
な
ど
の
棟
な
人
文
現
象
の
碑
皮
を
田
す
に
都
合
が
よ
い
と
思
う

た
の
は
久
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
､
此
の
表
を
得
て
日
本
の
地
班
研
究

者
に

一
大
武
井
を
輿

へ
た.
こ
と
に
な
っ
た
o
な
捻
従
爽
各
麻
牌
や
郡
市


